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履修登録者数 14 名
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14 名 合格者数 14 名 合格率 100%

計

0%
0%
0%

100%

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習

生物環境化学科

・各種分光学的分析手法の大まかな原理を説明できる。：達成できた。
・各種分光学的分析によって与えられたデータから化合物の構造を決定できる。：達成できた。
・構造既知の化合物の構造を証明するための分析手法の選択が正しくできる。：達成できた。
・危険物の性質や貯蔵、取扱いについて説明できる。：達成できた。
・消防法の定める危険物の取扱いに関する知識を修得している。：達成できた。

選択科目（バイオサイエンスコース）／選択科目（食品生物資源コース）／選択必修科目（エネルギー・環境コー
ス）

菅野　憲一

・各種分光学的分析手法の大まかな原理を説明できる。
・各種分光学的分析によって与えられたデータから化合物の構造を決定できる。
・構造既知の化合物の構造を証明するための分析手法の選択が正しくできる。
・危険物の性質や貯蔵、取扱いについて説明できる。
・消防法の定める危険物の取扱いに関する知識を修得している。

4/7 導入講義（授業の進め方と概要の説明、成績評価法）。
　　　　基礎化学の復習。
4/14 物質の取扱い：危険物に関する法令。
4/21 物質の取扱い：危険物の安全な取扱い。
4/28 物質の燃焼と消火方法。
5/12 危険物１類から３類の構造と性質。
5/19 危険物４類から６類の構造と性質。
5/26 種々の物質の貯蔵と取扱い方法。
6/2 第1回から7回までのまとめ（演習を含む）
6/9  クロマトグラフィーによる混合物の分離：分離の原理、検出方法とデータ処理。
6/16 分子量決定：質量分析、GPC、電気泳動。
6/23 立体構造：X線、CDスペクトル。
6/30 構造解析：NMR。
7/7  構造解析：IR。
7/14 構造解析：NMR、IR、MS。
7/21 構造解析のまとめ（演習を含む）
7/28 定期試験

実技

次年度も高い合格率を維持できるよう、座席を指定し講義に集中できる環境を作りたい。演習を増やすなどの工夫
をしたい。また、就職対策などのためにも、国家資格取得に興味を持ってもらえるように工夫したい。

総合評価の平均は9.1であった。履修登録は決して多くはなかったため、講義をすすめやすかった。その一方で、
資格取得に積極的になってもらうことができなかった。

２０１４年度　前期 リフレクションペーパー

昨年度70％台という低い合格率となった反省にたち、合格率を向上するために座席を指定し、よそ見をしないよう
に心掛けた。今年の合格率は100％であった。また、合格者の平均点は82点であり高得点であった。
この講義は甲種危険物取扱者資格対策にもなっているが、あまり資格取得に興味をもっていただくことはできな
かったようだ。

物質分析法

専門科目

部外評価
プレゼンテーション
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